
日本のひなた宮崎 国スポ 水泳（飛込）競技会開催基本計画 

 

日本のひなた宮崎 国スポ 水泳（飛込）競技会（以下「競技会」という。）は、公益財

団法人日本スポーツ協会の定める国民スポーツ大会開催基準要項、同細則、日本のひなた

宮崎 国スポ・障スポ開催基本構想及び同開催基本方針に基づき、スポーツによる地域活

性化や健康づくり、次代を担う子供たちに夢や希望を与えるなど、新たな活力を創出する

ものとする。 

競技会は、熊本市総合屋内プールアクアドームくまもとにおいて開催されることから、

熊本県、熊本市及び関係機関・団体等との連携を図り、簡素・効率的な運営に取り組むと

ともに、宮崎県、熊本県双方の水泳（飛込）競技の普及・振興に資することを目指す。 

 

１ 総務企画関係 

（１）総務 

競技会開催に向けて、実施本部等を設置し、競技会開催準備及び運営に万全を期す

るとともに、必要に応じ熊本市において競技会補助員（ボランティア）等の募集を行

う。 

 

（２）広報 

競技会開催に向けて地域の理解と協力が得られるよう、各種イベントや広報媒体を

計画的かつ効果的に活用し、広報活動を展開する。 

 

（３）おもてなし 

特産品、土産品等の販売や観光パンフレット活用等により、熊本県、熊本市及び宮

崎県の魅力を紹介するとともに、競技会参加者等を温かく迎え、心のこもったおもて

なしを行う。 

 

（４）施設 

国民スポーツ大会開催基準要項の施設基準を踏まえ、安全で円滑な競技会運営のた

めに必要な仮設等の会場整備に努める。 

 

２ 競技式典関係 

（１）競技運営 

宮崎県及び熊本県の競技団体との連携の下、審判員等の編成・研修等の競技運営に

必要な諸条件の整備を図る。 

また、既存の大会を活用したリハーサル大会の開催について検討するなど、万全な

運営体制の確立を図る。 

 

（２）式典 

開始式及び表彰式は、競技会運営に支障をきたさない範囲で効率よく実施する。 
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３ 宿泊衛生関係 

（１）宿泊 

競技会参加者の会場までの交通上の利便等を考慮し、宿泊施設の確保を図るととも

に、衛生面に配慮し、栄養面にも調和のとれた食事の提供に努める。 

 

（２）医事・衛生 

競技会参加者等の傷病の発生に速やかに対処するため、応急処置及び医療機関への

移送等の医療救護体制を整備する。 

また、競技会場及び宿泊施設等における食品衛生及び環境衛生対策に万全を期する｡ 

 

４ 輸送交通関係 

（１）輸送・交通 

競技会会場周辺の道路及び交通状況を考慮し、必要に応じて計画輸送を検討すると

ともに、会場周辺に駐車場を確保する。 

 

（２）警備・消防防災 

警備・消防防災体制を確立し、競技会場、宿泊施設等における災害の防止と非常時

における緊急体制に万全を期する。 


